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第４章 全てのライフステージに文化が行き届く文化政策の推進

豊かな自然環境や芦屋市固有の歴史，郷土文化など地域資源を活かした活動を推進する

とともに，本市の文化芸術を活性化するため，地域の文化芸術を支える人材の育成や市民，

文化芸術団体への支援を進めます。また，誰もが文化芸術を楽しめる機会を増やすための

環境整備を図ります。 

【施策の方向性】

（１）誰もが文化を身近に楽しめる仕組みづくり ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  

市民が文化に対する関心や理解を深めるための普及啓発に関する取組や，市民が文

化を鑑賞する機会の充実，また，市民自らが文化活動を行うための機会の充実や情報

提供に一層取り組みます。 

No. 事業名 事業内容 担当課・実施主体 

（２）文化活動を通じた地域のつながりづくり ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■  

学びの中で自ら課題を見つけて，考える力や柔軟な思考力を養い，習得した知識や

技能を活用して複雑な課題を解決する力を備えることは，「生きる力」を育むことに

つながります。これらへの取組として，質の高い学びの機会や，学習成果を地域に還

元していく機会を提供し，「知の循環型社会」を目指した仕組みづくりを進めます。

No. 事業名 事業内容 担当課・実施主体 


